
１ 

 仕  様 

 各部の名称と入組明細 

HS-802 ハンダ吸取機 
このたびはホーザン ＨＳ-８０２ ハンダ吸取機 をお買い上げいただき、まことにありがとうござ
います。この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。また、お読みになったあ
とも大切に保管してください。 

取扱説明書 

ノズル掃除棒 
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ポ ン プ 方 式 

ヒ ー タ ー 

ＡＣ１００Ｖ ５０/６０Ｈｚ 

セラミックヒーター 

１７０Ｗ 

標 準 ノ ズ ル 

ダイヤフラム式 

-８０ｋＰａ 

ＨＳ-８１２ 

設 定 温 度 ３６０～４８０℃ 

ステーション部 

電源スイッチ 

背面 

ＡＣインレット 

ヒューズボックス 

ディスプレイ 

操作パネル 

トリマー調整窓 

コテ接続レセプタクル 

吸引口 フィルターカートリッジ 

カートリッジ押さえ 

ヒーターユニット 

吸引トリガー 

エアホース 

コテ接続コード 

ハンドル 

エアニップル 接続プラグ 

ノズルボックス 

パイプ掃除棒 

ノズルスパナ 

コテ台 

重量 

コテ接続コード長 

外形寸法 １３５（Ｗ）×１２９（Ｈ） 
        ×２００(Ｄ)ｍｍ 

２.３ｋｇ 

エアホース長 

電源コード長 

１.５ｍ 

１.８ｍ 

ステーション 
コテ １７０ｇ 

ノズル 
電源コード    
（１.８ｍ） コテ部 



この取扱説明書ではご使用上の注意事項を次のように区別しています。 

    警告 …重傷をともなう重大事故の発生を想定してのご注意 

    注意 …傷害や物的損害を想定してのご注意 

なお、    注意  として記載されていても、あるいは特に記述がなくても、状況によっては重大

な結果をまねく恐れがあります。正しく安全にご使用ください。 

 ご使用上の注意 

２ 

 注意文の警告マークについて 

１．電源電圧は、交流１００Ｖをご使用ください（５０Ｈｚ、６０Ｈｚ共用）。それ以外の電圧を 
    加えると、故障や火災の原因になります。 

２．電源を入れたまま長時間放置しないでください。ヒーターの寿命を短くするばかりか思 
    わぬ事故につながる恐れがあります。使用後は必ず電源を切ってください。 

３．ノズルからヒーターユニットおよびヒーターユニット受け部の黒いプラスチック部分まで 
    は、高温になりますのでご注意ください（ノズル部で４８０℃）。 
    特に、発熱部を手・顔など人体の各部、およびアルコール・塗料など揮発性の高い化 
    学薬品、また、紙・木・プラスチックなど可燃物に近づけないでください。 

４．コテに接続しているエアホース・電源コードには、発熱部を接触させないでください。 

５．感電・ヤケド防止のため、ヒーター交換は必ず電源スイッチを切り電源プラグをコンセン 
    トから抜き、冷却したのちに行ってください。 

６．ノズル交換は、必ず電源スイッチを切り、冷却したのち付属のノズルスパナとノズルボッ 
    クスを用いて行ってください。 

  警告 

１．コテ台およびステーションは、振動のない水平で安定した場所に設置してください。 
    ステーションは横にしたり、逆さにしたり、また衝撃を与えたり、落下させたりしないで 
    ください。 

２．ヒーターはセラミックでできています。水などで急速に冷却しないでください。また、落と 
    したり、強い衝撃を与えたりしないでください。破損（断線）する恐れがあります。 

   注意 



①ディスプレイ 
    設定温度表示。各種設定時に文字情報を表 
    示します。 

②▲ ▼ キー 
    設定温度や諸設定変更時における数字のアッ 
    プ、ダウン、各種設定時の項目変更などに使用 
    します。 

③ＳＥＴキー 
    温度などの諸設定に使用します。 

④ＳＬＰ／ 
    スリープモードへの切り替え、各種設定時のキャンセルに使用します。 

 操作パネルについて 

３ 

操作パネル各部の名称と機能は次の通りです。 

右図を参考にゴム足を貼り付けます。 ２ 

スポンジのラッピングを取り除いてください。 
給水皿に水を注ぎスポンジを湿らせ、ベース
に設置します。 
給水皿は縦・横どちらの向きにでも設置できま
す。 

３ 

必ずゴム足を貼付してご使用ください。ま
たゴム足はできるだけ左右対称になるよう
に貼付ください。不安定になり危険です。 

   注意 

 準  備 

コテ台の組み立て 

ベースに、付属の固定ネジでホルダーを固定
します。 

１ 

固定ネジ 

ホルダー 

ベース 

ゴム足（平）×２ 

ゴム足（半球）×２ 

スポンジ 

アルミケース 

給水皿を横に設置したとき 

コテ台にコテを置き、不安定でないか確認し
ます。 

４ 

① ② ③ ④ 



４ 

 準  備 

３ 
電源コネクタをステーションのＡＣインレットに
差し込みます。 
電源スイッチがＯＦＦであることを確認し、プラ
グをコンセントに差し込みます。 

ステーションの組み立て 

コテ接続レセプタクルに、接続プラグを差し込
みます。 
レセプタクルの▲マークとプラグの▲マークの
位置を合わせて差し込みます。 

１ 

吸引口の内部にポンプフィルターが入ってい
ることを確認してください。 

エアニップルをステーションの吸引口に差し
込みます。 

２ 

電源がＯＦＦの状態 

ポンプフィルター エアニップル 

接続プラグ 

 ご使用方法 

電源スイッチをＯＮにします。 
“ｏ‐ｎ”が点滅し、ポンプが約３秒作動します。 
ポンプの初動によりステーション内蔵のバキュームタンク真
空度が高まります。 

“ｏ-ｎ”の点滅後は、現在の設定温度（工場出荷時は       
３６０℃）が点滅表示され、その後ブースト通電中を示す、   
“０００”の回転表示へと移行します。 
“０００”の回転表示中は、ビットの温度が急上昇しているこ
とを示します。 
ブースト通電中は一定間隔で、現設定温度が点滅表示さ
れます。 

ビット先端の温度が安定してきたら設定温度が点灯し、末
尾のドットのみが点滅となります。その後、設定温度に近づ
いたことを確認音で知らせます（消音時は除く）。 
確認音と同時にドットが消灯します。 

１ 

必ず電源プラグのアース端子を確実に接
地してご使用ください。。 

   注意 



５ 

 ご使用方法 

設定温度を変更します。 

（例）設定温度３６０℃から４４０℃に変更する場合 
２ 

① ＳＥＴキーを押します。 
    現設定温度“３６０”が点滅表示します。 

② ▲▼キーで希望の温度を表示させます。 
    １回押すと１℃ずつ上下し、長押しで早送りに 
    なります。 

③ ＳＥＴキーを押して完了させます。 
    完了させるまでは設定変更が反映されません。 

新品のノズル（チップパーツ用ノズルを除く）にはハンダをの
せていますので、このハンダを吸引してください。吸引トリ
ガーを引いているあいだ、ポンプが作動して吸引されます。
また、トリガーをもどしたあとも約２秒間ポンプが作動します。
（次の作業に備え、バキュームタンクの真空度をあらかじめ
高めておくための本機独自の機構です。） 

３ 

ハンダが吸引されたことを確認し、ノズルの穴にノズル掃除
棒を差し込み、詰まりを取り除きます。 

４ 

操作中に          キーを押すとキャンセルできます。 

ノズルを目標のピン（リード）にあてがい、ハンダが溶けはじめ
たら軽く左右に揺さぶりながら吸引トリガーを引きます。 

５ 

吸引時は無理に揺さぶったり、こじたりしないでください。 
コテのヒーター周辺には衝撃を与えないでください。セラ
ミックヒーターが破損する恐れがあります。 

    注意 

・ ノズル掃除棒の直線部分を持って作業を行うと、やけどをする恐れがあり危険 
   です。必ず保持部（螺旋部分）を持って作業してください。 

・ ノズル掃除棒は先端がとがっていますので扱いや保管に気をつけてください。  

    注意 



● 

ノズルを取り外し（後のノズルの交換をお
読みください）、加熱されたパイプ内部に、
付属の「パイプ掃除棒」を数回差し込んで
ください。 
吸引トリガーを引き、詰まりが解消された
か確認します。 

パイプ内部の掃除 

 ハンダ吸い取りのコツ 

ピン（リード）と基板パターンとは図のように必ず一部が密着
していますので、ハンダが溶解したらノズルを軽く左右に揺さ
ぶりながら吸い取ります。 

スルーホール基板の場合は、図のａ部、ｂ部のハンダが溶
解したことを確認して、ピン（リード）を矢印の方向に起こすよ
うにしてａ部、ｂ部のハンダまで吸い取ります。 

ａ ｂ 

６ 

ハンダが吸い切れなかった場合は無理に吸い取ろうとせず、一度ハンダで埋め戻してから
改めて吸い取るほうがうまくいきます。 

 製品のお手入れについて 

製品をより長くお使いいただくために、日常のお手入れと定期的なお手入れを実施してくだ
さい。 

日常のお手入れ 

作業終了ごと、もしくは１００～２００回の吸引ごとに実施してください。 

ノズルやパイプの内部には、金属化合物・フラックス酸化物などのスケールがたまりやすい
ので頻繁に掃除してください。 
また、作業時は３６０℃の設定でコテに通電のうえ作業を行ってください。加熱することで作
業しやすくなります。 

加熱されたノズルの穴に、付属の「ノズル掃除棒」を数回差し込んでください。 
吸引トリガーを引き、詰まりが解消されたか確認します。 

・ ノズル掃除棒の直線部分を持って作業を行うと、やけどをする恐れがあり危険 
   です。必ず保持部（螺旋部分）を持って作業してください。 

・ ノズル掃除棒は先端がとがっていますので扱いや保管に気をつけてください。  

   注意 

ノズルの掃除 ● 



７ 

 製品のお手入れについて 

・ 作業中はヒーターユニット周辺の金属部に触れないように気をつけてください。 
  やけどをする恐れがあり危険です。 

・ カートリッジは取り付けたまま作業してください。ハンダ屑が飛散して危険です。  

・ パイプ掃除棒の先端でペーパーフィルターを突き破らないように注意ください。 

   注意 

定期的なお手入れ 

吸引力の著しい低下や、フィルターの汚れが目立ってきたら実施してください。 

定期的なお手入れにはフィルターなどの交換があります。これらの作業は電源をＯＦＦに
し、コテ部が十分に冷えている状態で行ってください。 

ペーパーフィルターの交換 

カートリッジ内にハンダがたまったら、図のように 
①カートリッジ押さえを矢印の方向に開き、 
②カートリッジを取り外し、ペーパーフィルターを 
   取り除きます。 
   新しいペーパーフィルターを傾かないようにセットします。 
   セット位置はフィルターカトリッジの内側の線が目安です。 
   補修部品は  ＨＳ‐８２５ ペーパーフィルター    とご用命 
   ください。 

● 

フィルターカートリッジの交換 

フィルターカートリッジが激しく汚損したときは交換してく
ださい。 
取り付け時に市販のシリコーングリスを塗布すると、Ｏリ
ングとのなじみが良く、シール性も向上し、エア漏れが
少なくなります。 
補修部品は  ＨＳ‐８２１ フィルターカートリッジ  、 
徳用１０個入り  ＨＳ‐８２０ フィルターカートリッジセット 
もあります。 

● 
ＨＳ‐８２５  

ＨＳ‐８２１  

ポンプフィルターの交換 

フラックスが付着し黄色く変色してきます。 
著しく変色したときが交換の目安です。 
補修部品は  ＨＳ‐８２２ ポンプフィルター   とご用命ください。 

● 

ＨＳ‐８２２ ポンプフィルター 



８ 

 製品のお手入れについて 

その他 消耗品の交換 

次の消耗品の劣化も吸引力に影響を及ぼします。定期交換を実施してください。 

ノズルの交換 

先端面や吸引穴が磨耗してきた場合は吸
引力が弱まります。その場合は、新しいノズ
ルと交換してください。 
ヒーターユニットの平行面を付属の「ノズル
スパナ」で保持し、「ノズルボックス」でノズ
ルを回してください。 

● 

フィルターＯリングの交換 ● 

加熱を繰り返すうちに、ノズルは固着する場合があります。ノズルの取り外し作業は
必ずノズルスパナをご使用ください。無理に力を加えると、ヒーターユニットが破損す
る恐れがあります。 

   注意 

フィルターＯリング（Ｌ） 

フィルターＯリング（Ｓ） 

・ 取り付けの際は、ピンセットのようなＯリングに傷を付けるような工具は使用しない 
   でください。 

・ 取り外しの際に破損している可能性があるので、一度取り外したＯリングは再使用 
   しないでください。  

   注意 

劣化するとシール性が低下しますので交換
してください。ピンセットなどを使用しＯリング
を取り外し、新しいＯリングを手作業（工具
など使用せずに）でセットしてください。 
補修部品は  ＨＳ‐８２６ フィルターＯリング 
セット  とご用命ください（ＬとＳ各１個入）。 



ヒーターからヒーターソケットを引き抜
きます。このと
き、必ずヒー
ターソケットを
つかんで作業
してください。
電線を引っ張
ると断線の恐
れがあります。 

このネジは組立構造上の
ものです。決してゆるめな
いでください。 

ヒーターユニットにノズル
を取り付けるときは、ヒー
ターユニットの平行な面
（左図参照、矢印部分）
をスパナでつかみ、ノズル
ボックスでノズルを回して
ください。 

    注意 

９ 

 ヒーターユニットの交換 
ヒーターの溶断や破損が発生した場合は、ヒーターユニットを交換します。 
ヒーターの端子間の抵抗値は正常な状態で １４.５Ω±１０％（２３℃）です。この範囲外の
場合はヒーターユニットを交換してください。本機はヒーターのみの交換はできません。ヒー
ターユニットの交換となります。 
補修部品は  ＨＳ-８１０ ヒーターユニット   とご用命ください。 

ヒーターユニットの交換手順 

電源スイッチを切り、接続プラグを外
します。 
ヒーターに余熱があるときは、常温に
なってから作業
してください。 

● 

ネジが４本見え
ている側のハン
ドルカバーを開
きます。４本の
ネジを外すと、開くことができます。反
対側の２本のネジは緩めないでくださ
い。 

２ 

３ 

図の位置の
ネ ジ を ４ 本
緩 め、ヒ ー
ターユニット
を 取 り 外 し
ます。 

４ 

ヒーターソケット 

アース端子をヒーターユニットから取り
外します。 
新しいヒーターユニットにアース端子を
取り付け、逆の手順で組み立ててくだ
さい。 

５ 

テフロンパッキン 

１ 

・ テフロンパッキンの取り付けを忘れない 
   ようにご注意ください。 

   テフロンパッキンの再利用はできません。 

   新しいテフロンパッキンをご使用ください。 

・ テフロンパッキンはなるべくパイプにセン 
   ターを合わせて取り付けてください。  

    注意 



トリマー調整窓 

１０ 

 ヒーター交換時の補正方法 
ＨＳ‐８０２は出荷時に、ヒーターそれぞれが持つ固有の抵抗値に従って温度制御回路の
調整をしてあります。ヒーターを交換した場合、温度制御回路の補正が必要になります。
補正は次の手順で行ってください。 

５００℃まで測定できるハンダゴテ温度計と、マイナス
ドライバー（刃幅２ｍｍ以下）をご用意ください。 

電源がＯＦＦになっていることを確認し、操作パネル
右下のトリマー調整窓からドライバーを使用し、トリ
マーを可動範囲の中央付近（ＭＩＮから１２０°回転さ
せた位置）に設定しておきます。 

１ 

“３６０”が表示されたら、ノズル先端の温度が安定するまで約２
分待ちます。 
ハンダゴテ温度計でノズル先端の温度を測定しながら、トリマー
をゆっくりまわし温度計の表示が３６０℃になるように設定しま
す。 

トリマーだけでは合わせにくい場合は、▲▼キーで希望温度に
近づけます。▲で温度は上昇し、▼で温度は下降します。上下
ともに『２０』の補正範囲を設けています。 
▲▼キーでの温度補正は、本機ディスプレイの数字ひとつの変
化で１℃変化するとは限りません。 

補正が完了したらＳＥＴキーを押します。 
確認音とともに“ＳＥｔ”⇒“４００”と点滅表示されます。 
以降、補正中はトリマーを触らないでください。 

３ 

“４００”が表示されたら、ハンダゴテ温度計でノズル先端の温度
が４００℃になるように▲▼キーで調整します。 
補正が完了したらＳＥＴキーを押します。 
確認音とともに“ＳＥｔ”⇒“４４０”と点滅表示されます。 

４ 

ＳＥＴキーを押しながら、電源スイッチをＯＮにします。 
確認音（消音時は除く。以降同様）とともに“ＳＥｔ”が表示され、
温度補正モードが起動します。 

２ 

補正をおこなわないままご使用になると、異常に温度が上昇する場合があり、大変
危険です。補正は必ず実施してください。 

   注意 

トリマーのＭＡＸ付近では瞬時に高温に達するため、セラ
ミックヒーターが溶断する恐れがあります。必ず中央付近
に仮設定してください。 

   注意 
中央 

１２０° １２０° 



温度測定ができない（温度測定手段がない）場合 

１１ 

 ヒーター交換時の補正方法 

ノズル先端の温度測定ができない場合は、
ヒーター端子間の抵抗値を測定のうえ、右図
の位置にトリマーを調整してください。 
この場合の設定温度は、あくまでも目安程度
となってしまいますが、トリマーを調整せずに
使用すると高温になりすぎるなど、非常に危
険ですので必ず調整してください。 

この操作により、変更された設定温度（５ページ）は工場出荷時
の３６０℃に戻ります。必要に応じ再設定してご使用ください。 

上述のとおり、あくまでも目安程度の温度設定ですので、厳しい温度管理を必要とさ
れる作業には適さないばかりか、場合によっては周辺電子部品を損傷する恐れもあ
ります。できるだけ早い内に、改めて正確に再補正することをおすすめします。 

同様に４４０℃の補正を行い、完了したらＳＥＴキーを押します。 
次の４８０℃も同じく補正し、ＳＥＴキーを押します。 

５ 

温度補正が完了し、確認音とともに“ｏ-ｎ”が表示され、設定温
度３６０℃で通常起動します。 

６ 

別売 Ｈ-７６９ ハンダゴテ温度計 

ハンダゴテ温度計として３つの機能を搭載 
①計測結果をＳＤカードに保存する記録機能 
②計測結果からＯＫ/ＮＧを表示する合否判定機能 
③ＩＣタグを使ってハンダゴテを管理するハンダゴテ 
   識別機能 

ヒーター端子間の抵抗値の測定は、必ず室温２３℃で行ってください。室温の違い
が抵抗値に大きく影響します。 

   注意 

１５～１５.５Ω １４～１５Ω 

１５.５～ 
  １６Ω 

１３～ 
  １４Ω 

温度補正モード時に６０分以上キー操作をしなかった場合は、オートパワーオフの
設定に関係なく、安全のため電源が切れ“ＯＦＦ”の点滅表示となります。一度電源
スイッチをＯＦＦにし、再度温度補正を再開してください。 



１２ 

 スリープ機能について 

本機には、ノズルの空焼きによる酸化の軽減と安全対策として、ノズルの温度を低くし待機
状態（ノズル先端温度を約２００℃）にする機能が搭載されています。このスリープ機能は、
『オートパワーオフ』機能と併用ができます。 
スリープ機能には下記の２種があります。 

マニュアルスリープ ● 

作業を一時的に中断する場合に、即座に手動で待機状態にすることができます。 

操作パネルの            を押すと“ＳＬＰ”と点滅表示され待機状態となります。 

吸引トリガーを操作することで、確認音が鳴り（消音時は除く）、スリープモード突入前の
設定温度が表示され復帰します。 

オートスリープ ● 

あらかじめ設定した時間内に吸引トリガーの操作がなかった場合に、自動的に待機状
態となります。オートスリープが設定されている場合も、マニュアルスリープは機能しま
す。 

【例】 オートスリープが機能するまでの時間を３０分に設定します。 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示します。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

② ▲▼キーで“ＳＰＳ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し 
   ます。“ｏＦＦ”が点滅表示されます。 
※ 工場出荷時の設定は“ｏＦＦ”です。 

③ ▲▼キーで“３０”を表示させます。 
   １回押すと１分ずつ上下し、長押しで早送りに 
    なります。 

④ ＳＥＴキーを押して完了します。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 

以上で無操作状態が３０分続くとオートスリープが機能します。
オートスリープが機能すると“ＳＬＰ”が点滅表示します。 
吸引トリガーの操作で確認音が鳴り（消音時は除く）、設定温
度に復帰します。また、ＳＬＰキー以外の操作キーでも復帰し
ますが、その場合は確認音が鳴りません。 



１３ 

 オートパワーオフ機能について 

オートパワーオフ機能は、あらかじめ設定した時間内に吸引トリガーの操作を行わなかった
とき自動的に電源をＯＦＦにする機能です。電源の切り忘れを防止できます。 
安全対策として、設定されることをお勧めします。 

【例】 オートパワーオフが機能するまでの時間を６０分に設定します。 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示します。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

② ▲▼キーで“ＰｏＳ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し 
   ます。“９９”が点滅表示されます。 
※ 工場出荷時の設定は９９です。 

③ ▲▼キーで“６０”を表示させます。 
   １回押すと１分ずつ上下し、長押しで早送りに 
    なります。 

④ ＳＥＴキーを押して完了します。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 

以上で無操作状態が６０分続くとオートパワーオフが機能しま
す。パワーオフ状態になると“ｏＦＦ”が点滅表示します。 
復帰するには一度電源スイッチをＯＦＦにし、再度電源を入れ
てください。 

オートスリープとオートパワーオフの併用について ● 

オートスリープとオートパワーオフは併用が可能ですが、オートパワーオフの設定時間
のほうが短い場合はオートパワーオフが優先して起動します。 

【例】オートスリープ３０分、オートパワーオフ９９分の設定の場合 
     …無操作時間が３０分経過したらスリープ、その後６９分後に電源ＯＦＦとなります。 

【例】オートスリープ９０分、オートパワーオフ６０分の設定の場合 
     …無操作時間が６０分経過したら電源ＯＦＦとなります。スリープは機能しません。 

【例】オートスリープ６０分、オートパワーオフ６０分の設定の場合 
     …無操作時間が６０分経過したら電源ＯＦＦとなります。スリープは機能しません。 



１４ 

 通知音の設定について 

通知音にはキー操作音と確認/警告音の２種類があります。 

【例】 キー操作音を消します。 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示されます。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

② ▲▼キーで“ｂＥＰ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し 
   ます。“ｏ-ｎ”が点滅表示されます。 
※ 工場出荷時の設定はｏ-ｎです。 

キー操作音の設定 ● 

操作パネルのキーを押したときの通知音をＯＮ/ＯＦＦ選定できます。 

③ ▲▼キーで“ｏＦＦ”を表示させます。 

④ ＳＥＴキーを押して完了します。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 



１５ 

 通知音の設定について 

【例】 確認/警告音を消します。 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示されます。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

② ▲▼キーで“ｂｕＺ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し 
   ます。“ｏ-ｎ”が点滅表示されます。 
※ 工場出荷時の設定はｏ－ｎです。 

確認/警告音の設定 ● 

不具合が生じた場合の警告音や各種メニューの操作確認音をＯＮ/ＯＦＦ選定できま
す。ヒーターの温度制御に異常がある場合（“Ｅ-２”が表示されます）は、確認/警告音
をＯＦＦに設定していても、警告音が鳴ります。 

③ ▲▼キーで“ｏＦＦ”を表示させます。 

④ ＳＥＴキーを押して完了します。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 

確認/警告音には以下のものがあります。 

・ 設定温度到達通知 

・ 設定初期化の実行時 

・ エラー通知 

・ スリープ状態からの復帰時 

・ 補正開始時 

・ 暗証ロック中に温度補正を開始 
   した場合の警告 

・ 暗証番号設定時 

【確認音】 【警告音】 



１６ 

 暗証ロックについて 

【例】 暗証番号『２５５』でロックを掛けます。 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示します。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

② ▲▼キーで“Ｌｏｋ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し 
    ます。 
    現在の状態を示す“ｕＬｋ”が点滅表示されます。 
※ 工場出荷時の設定はｕＬｋです。 

暗証ロックの掛け方と解除方法 ● 

あらかじめ設定しておいた暗証番号でロックすることにより、諸設定を管理者以外が変更
できないようにする機能です。ロック中は暗証番号で解除しない限り、設定値を変更でき
ない項目があります。 
ロック中の操作制限については、Ｐ２２の『各種メニューと操作項目の設定範囲一覧』をご
覧ください。 

⑤ ＳＥＴキーを押して完了します。 
    これで一部の操作に制限が掛かります。制限に 
    ついて詳しくはＰ２２をご覧ください。 

工場出荷時の暗証番号は『２５５』となっています。 

③ ＳＥＴキーを押すと“０００”が点滅表示します。 

④ ▲▼キーで“２５５”を表示させます。 
    １回押すと１ずつ上下し、長押しで早送りに 
    なります。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 



１７ 

 暗証ロックについて 

【例】 暗証番号『２５５』でロックを解除します。 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示します。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

② ▲▼キーで“Ｌｏｋ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し 
    ます。 
    現在の状態を示す“Ｌｋ”が点滅表示されます。 

⑤ ＳＥＴキーを押して完了します。 
    これで暗証ロックが解除されます。 

③ ＳＥＴキーを押すと“０００”が点滅表示します。 

④ ▲▼キーで“２５５”を表示させます。 
    １回押すと１ずつ上下し、長押しで早送りに 
    なります。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 



１８ 

Ｐ１９が切り離されている場合は、暗証
番号の変更方法の部分を管理者が保
管しています。 

設定温度など、各種設定を変更したい
ときは管理者に相談ください。 

管理者 



１９ 

 暗証ロックについて 

【例】 暗証番号を『１２３』に変更する。 

④ ＳＥＴキーを押すと“   ０”が点滅表示します。 

⑤ ▲▼キーで“１２３”を表示させます。 
    １回押すと１ずつ上下し、長押しで早送りに 
    なります。 

暗証番号は任意の番号に変更することができます。 
暗証ロック中に暗証番号を変更すると、暗証ロックが解除されます。 
この操作を実施することで、誰もが暗証ロックを解除することができますので、固定管理
が必要な場合はこのページを切り離して別途保管することをお勧めします。 

また、暗証番号を忘れてしまった場合も、この操作を行うことで暗証番号の再設定と暗
証ロックの解除が同時に行えます。 

① 電源がＯＦＦになっていることを確認する。 

② ▲キーと ＳＬＰ／      キーを同時に押しな
がら電源スイッチをＯＮにします。 

③ ピーッという確認音が鳴り“ＣＬｒ”が点滅表示し
ます。 

⑥ ＳＥＴキーを押すと暗証番号の変更が確定し、
通常起動します。 
同時に暗証ロックが解除されているので、必要に
応じて再ロックをしてください。 

暗証番号の設定中に電源をＯＦＦするなどで中断
してしまった場合は暗証番号の変更も解除も実行
されません。 



２０ 



２１ 

 設定値の初期化について 

② ▲▼キーで“ｄＥＦ”を表示させ、ＳＥＴキーを押し
ます。“ ｎｏ”が点滅表示されます。 

初期化を行うことで、各種設定値を工場出荷時の状態に戻すことができます。 
この操作は暗証ロック中は実施できませんので、ロックを解除してから行ってください。 
工場出荷時の設定値については、Ｐ２２の『各種メニューと操作項目の設定範囲一覧』を
ご覧ください。 

④ ＳＥＴキーを押すと設定値の初期化が実行さ 
    れ、工場出荷時の設定温度３６０℃で通常起動 
    します。 

    設定値だけでなく、確認/警告音のＯＦＦ選択なども 
    リセットされます。 

初期化の方法 ● 

① ＳＥＴキーを長押しします。 
   “－－－”が点滅表示します。 
※ 電源投入後、初回のメニュー選択時は 
   “－－－”表示になりますが、２回目以降は 
   前回終了時点のメニューが表示されます。 

③ ▲▼キーで“ ＹＥＳ”を表示させます。 

設定の途中で          キーを押すことでキャンセル
できます。 



工場出荷時

２２ 

 各種メニューと操作項目の設定範囲一覧 

ｏｎ 

ｏＦＦ 

９９ 

２５５ ※ 

ｏｎ 

ー ※※ 

単位 

ー 

分 

分 

ー 

ー 

ー 

メニュー項目 

キー操作音 

オートスリープ 

オートパワーオフ 

暗証ロック 

確認/警告音 

初期化 

設定範囲 

ｏｎ/ｏＦＦ 

ｏＦＦ/１～９９ 

ｏＦＦ/１～１８０ 

０００～２５５ 

ｏｎ/ｏＦＦ 

ＹＥＳ/ｎｏ 

表示 
暗証ロック
中の操作

○ 

× 

× 

○ 

× 

× 

暗証ロック
中の操作

３６０ 

ー 

２５５ 

±０ 

℃ 

ー 

ー 

℃ 

設定温度 

マニュアルスリープ 

暗証番号変更 

温度補正 

３６０～４８０ 

ー 

０００～２５５ 

±２０ 

工場出荷時単位 操作項目 設定範囲 表示 

× 

○ 

○ 

× 

メニューを選定した直後の表示は ０００ 
メニューを選定した直後の表示は ｎｏ 

※   
※※ 

 エラー通知について 

ヒーターに関する異常が起きた場合、警告音(※)とともに、ディスプレイにエラーＮｏ.が点
滅表示されます。 
直ちに電源をＯＦＦにし、各エラーに応じた対処を実施してください。 
原因がわからない場合は修理をご依頼ください。 
※警告音の設定については１５ページの『通知音の設定について』を参照ください。 



ヒーターの接続に関する異常です。下表を参考に対処してください。 
その後、電源をＯＮにすることで、問題がなければ通常通りご使用いただけます。 

Ｅ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

９ページの『ヒーターユニットの交換』を参照して、ヒーターを

正しく接続してください。  

ヒーターが正しく接続されて

いない 

２３ 

 エラー通知について 

 その他のトラブルと対策 

機器を不調のまま放置して使い続けると重大な故障に至ることがあります。一方、日常の
お手入れや、定期的なお手入れ、消耗部品の劣化が原因の場合は、清掃や部品交換で
解決する場合があります。 
以下のチェック項目を確認のうえ、適切な処置を施してください。症状が改善されない場
合は、修理を依頼してください。 

電源に関するトラブル ● 

チェックする個所 

電源が入らない 
電源コードは確実に接続されていますか。 

電源コードに損傷はありませんか。 

ヒューズは切れていませんか（ヒューズＢＯＸ内 ２５０Ｖ/３Ａ） 

ヒーターの端子間抵抗値を測定し、下記の正常値の範囲内

にない場合は、新品のヒーターに交換してください。 

接続プラグの各端子間の状態が下表のとおりであるか確認し、

異常がある場合は正しく配線し直してください。 

ヒーター切れ 

コテが正しく接続されていな

対処 

４ページ『ステーションの組み立て』を参照して、コテの接続

プラグをステーションのコテ接続レセプタクルに正しく接続して

ください。 

-Ｃ間

-Ｃ間

② 

③ 導通が確保できていること。 -Ｅ間

吸引トリガーを引いたときに導通が確保で
きていること。 

① 
抵抗値チェック 

ヒーターの正常抵抗値と同じ値が表示されます。 

※ヒーターを取り付けた状態 
  で確認してください 

“Ｅ-１”が表示された場合 ● 

【ヒーター正常抵抗値】  

 １４.５Ω±１０％（２３℃） 
測定端子 



２４ 

 その他のトラブルと対策 

ポンプに関するトラブル ● 

ポンプの故障か、ポンプへの電源供給への異常が考えられま
す。 

チェックする個所 

電源投入直後の 
ポンプ作動音がしない 

内蔵スイッチの破損や接触不良が考えられます。 吸引トリガーを操作しても
ポンプが動かない 

ポンプから異音がする ダイヤフラムなどポンプ部品の損耗が考えられます。 

吸引力に関するトラブル ● 

チェックする個所 

吸引力が極端に低下して
いる 

カートリッジ内部に吸引したハンダが溜まっていませんか。また
ペーパーフィルターが汚れていませんか。 
カートリッジのメンテナンスを実施してください。（Ｐ７） 

ノズルの穴が目詰まりしていませんか。 
ノズルの掃除をしてください。（Ｐ６） 

パイプが詰まっていませんか。 
パイプ内部の掃除をしてください。（Ｐ６） 

ポンプフィルターが汚れていませんか。交換してください。（Ｐ７） 

フィルターＯリングやテフロンパッキンの劣化が考えられます。 
交換してください。（Ｐ８） 

ヒーターに関するトラブル ● 

チェックする個所 

エラーＮｏ.『Ｅ-〇』が表示
された  

ヒーターの接続および温度制御の異常を表す通知です。Ｐ２３
の『エラー通知について』を参照に対処してください。  

スリープ状態になっていませんか。『ＳＬＰ』点滅表示 
吸引トリガーを操作すると復帰します。 

オートパワーオフが機能していませんか。『ｏＦＦ』点滅表示 
電源スイッチを一旦ＯＦＦにし、再度ＯＮしてください。 

ヒーター交換時の温度補正を正しくしていますか。 
再度補正してください。（Ｐ１０～１１） 

ノズルの温度が低い 
 
温度が上がらない 

ノズルの温度が高すぎる 
ハンドルが異常に熱くなる 

ヒーター交換後の温度補正を正しくしていますか。 
再度補正してください。（Ｐ１０～１１） 

その他 ● 

修 ＝修理を依頼ください。 

修 

修 

修 

修 

チェックする個所 

各設定が変更できない 暗証ロック中の可能性があります。管理者に確認ください。 

温度制御の異常が考えられますので、使用をおやめくだ

さい。  

修 



ＨＳ-８０２-１４ テフロンパッキン 

２５ 

 交換部品 

本機に標準装備のノズルは口径１.０ｍのＨＳ‐８１２です。これ以外に以下のものを用意しています。 
とくに、チップパーツ用ノズルは特殊形状により、チップパーツをまるごと吸引でき、大変便利です。
目的に合わせてお選びください。 

チップパーツ用ノズル 

ノズル口径 ｍｍφ 品  番 

ＨＳ-８１１ 

ＨＳ-８１３ 

ＨＳ-８１２ 

ＨＳ-８１４ 

ＨＳ-８１５ 

０.８ 

１.６ 

１ 

０.７５ 

１.３ 

品  番 適応チップ ｍｍ 

ＨＳ-８１７ １.６×０.８ 

ＨＳ-８１８ ３.２×１.６ ＨＳ-８１７ 
ＨＳ-８１８ 

外形寸法共通 

部品はホーザンの通信販売でもお求めいただけます。 

ＨＳ-８１１ 
ＨＳ-８１２ 
ＨＳ-８１３ 
ＨＳ-８１５ 

外形寸法 
共通 

ＨＳ‐８１４ 

■ 入数：１個 

よく使う補修部品や工具類
をパーツケースにセットした
メンテナンスキットを用意 
しています。 
ご利用ください。 

ＨＳ-８３０  メンテナンスキット ＨＳ-８１２ 

ＨＳ-８２２ 

ＨＳ-８２１ 

ＨＳ-８２６ 

ＨＳ-８２７ 

ＨＳ-８０２-１８ 

ＨＳ-８０２-２１ 

Ｂ-５０-ＥＦ 

ＨＳ-８１０ ヒーターユニット 

ノズルボックス 

ノズルスパナ 

パイプ掃除棒 

ノズル掃除棒 

作業手袋 

パーツケース 

フィルターカートリッジ（×１０） 

ノズル（１.０ｍｍφ） 

ポンプフィルター（×５） 

フィルターＯリングセット（×２） 

ニップルＯリング（×２） 

ＨＳ-８３０ セット内容１３点 

 別売部品 

ＨＳ-８０２-２１ 
ノズル掃除棒 

ＨＳ-８０２-１８ 
パイプ掃除棒 

■ 入数：１個 
※ ノズル先端保護のため、出荷時に鉛フリーハンダを盛っています。 

ＨＳ-８２７ 
ニップル 
Ｏリング 

ＨＳ-８２６ 
フィルター 
Ｏリングセット 

ＨＳ-８２１ 
フィルター 
カートリッジ 

テフロン 
パッキン 

ＨＳ-８１０ 
ヒーターユニット 
（テフロンパッキン付） ノズル 下記参照 

ＨＳ-８２２ 
ポンプフィルター 

ＨＳ-８２０ 
フィルターカートリッジセット 
（ＨＳ-８２１  １０個入セット） 







２８ 
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本社 〒556-0021 大阪市浪速区幸町１-２-１２ 

       TEL(06)6567-3111 FAX(06)6562-0024 

補修部品については、Ｗｅｂ上のパーツリストをご覧ください。 

ホーザン  通信販売 検索 通信販売もご利用いただけます。 


